








要約

東京都母子保健サービスセンターに登録された約 25,000 の分娩例から妊娠・分娩に関連

する事項について相対危険度を年齢階層別に算出することにより、母体の年齢と妊娠・分

娩に伴うリスク因子との関係について検討した。各因子について母体年齢が 25 歳以上 30

歳未満を相対危険度 1 として 5 歳刻みに相対危険度を求めると、母体年齢が 35 歳以上で

相対危険度が 1.5 倍以上に増加するものとして、妊娠に伴う合併症としては 1)妊娠糖尿

病、妊娠中毒症、前置胎盤、常位胎盤早期剥離、子宮内発育遅延が挙げられ、その結果生

じる望まれない事態としては 2)手術分娩、分娩遷延、新生児重症仮死、早産、未熟児出

産などが挙げられた。2)のような事態の発生を予防し、安全な分娩を確保するためには 35

歳以上の妊婦をハイリスク妊婦として保健事業の中で特別に対応する必要があると考えら

れる。特に子宮内発育遅延、前置胎盤、常位胎盤早期剥離などの早期発見に超音波断層法

が有効であることから、妊産婦健康審査の項目に超音波検査を導入し、これらの疾患を早

期に発見し、重点的に管理することにより、妊婦や児の予後の改善が大きく期待される。


